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超流動 3HeのA相はSO(3)という比較的複雑なオーダーパラメタを持つためにトポロジカルにも面白い
























方向にギャップの節がある事がわかる｡(-カイラルアノマ リー の可能性 )一方 Xy平面上でギャップは
最大値 Aoをとり, ソリトン的な Textureのもとで MidGap状態が存在する｡(-分数電荷の可能性)
例として今の d｡mainwal 今= (0,sine,C｡sO)をとる.ただし･0- 0(Ⅹ),0(0)=0とする｡
≡E
Aとしてx-0の近くで














Ep2- 6;十 Ao2 (令×† )2 (6)
となり,令=†(北極 )および令 = 一 今(南極 )にギャップの節が存在する｡これらの極ではNG一方程
式は Weyl方程式に帰着する｡
〔(i∂r eA｡ト ciJOi(†∂r eAj)〕i-0
〔(i∂r eA｡)十cilOi(†∂了 eAi 〕ワニ0･
ここに≠光速 〝は
cij- 慧 情 十宝 (8ij-u j)
(8)






の生成及び L-positronの消滅もしくはその逆を生 じる｡)これは FermiSeaをDiracSeaと読みか
えればカイラルアノマ リー と同じ現象である｡実際
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p-<ETE>十<ポ 甲>
は保存されるが
p5-<ffE>-<符丁で>
(9)
WE
は保存されない.即ち運動量-｡F†の付近の準粒子数と十｡F今の準粒子数の和は保存するが,差は保存=ヨ
しないo従って全運動量一PP5も保存しない｡Volovikは(2)式の第3項が,この運動量非保存によるもの
のであることを示した｡
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